
迦
才
に
お
け
る
別
時
意
説

の
会
通

(
江

隈
)

迦
才
に
お
け
る
別
時
意
説

の
会
通

江

隈

薫

迦
才
は
そ
の
伝
記
を
ま
つ
た
く
欠
き
、
『浄
土
論
』
の
著
者
と
い
う
以

外
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
著
は
完
本

で
今
に
伝
わ
り
、
道
紳
思
想

の
継
承
を
明
記
し
て
お
り
、
中
国
浄
土
教
史
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な

位
置
を
も

つ
て
い
る
。
ま
た
釈
疑
書
で
は
な
く
概
説
書
で
あ
り
、
内
に

(1
)

「往
生
人
相
貌
」
章
を
も

つ
な
ど
、
特
異
な
面
を
も
も
ち
、
充
分
に
留

意
し
て
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
。

さ
て
中
国
浄
土
教
家
に
課
せ
ら
れ
た
批
難
の
一
つ
に
別
時
意
説
が
あ

げ
ら
れ
る
。
中
国
仏
教
界
で
特
に
重
視
さ
れ
た

『摂
大
乗
論
』
等
に
依

つ
た
批
判
で
あ
り
、
諸
家
は
そ
の
会
通
に
つ
と
め
て
い
る
。
し
か
し
こ

れ
は
、
浄
土
教
の
基
本
的
範
躊
で
あ
る
行
願

・
念
仏

・
十
念
等
の
本
質

に
つ
い
て
深
刻
な
反
省
と
検
討
を
与
え
、

そ
れ
だ
け
そ
の
人
の
教
義
と

(2
)

密
接
に
関

つ
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。

迦
才
も

こ
の
会
通
を
行
い
、
『
浄
土
論
』
全
九
章
の
う
ち
三
章
を
費
し

て
論
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
全
体
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

(3
)

い
が
、
従
来
の
研
究
は
第
四

「出
道
理
」
章
の
み
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て

い
た
と
い
え
る
。
更
に
こ
の
章
中
の
九
澗
答
も
極
め
て
段
階
的

・
体
系

的
で
あ
り
、
ま
ず
こ
の
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

顧

第
四
章
の
第

一
問
答
は
次
の
よ
う
に
始

つ
て
い
る
。

夫
業
行
紛
論
凡
夫
莫
レ識
二其
緒
幻
…
…
拠
レ理
則
万
法
同
レ規
就
レ教
則
有
二了

不
了
説
幻
今
西
方
浄
土
者
乃
是
法
蔵
弘
誓
所
レ剋

法
王
誇
以
拠
レ神

世
界

螢
以
二千
珍
一

聖
主
題
二之
万
相

此
人
及
土
倶
非
二下
地
窺
遊
殉
経
論
錐
レ

説
レ得
二往
生
一

恐
是
別
時
意
語
。
今
依
二何
道
理
一判
レ得
二往
生

教
説
に
了
と
不
了
と
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
直
前
の

「
定
往
生

因
」章
で
の
べ
ら
れ
た
諸
業
行
が
了
義
教
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

ど
う
も
て
知
り
う
る
か
、
と
設
問
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

よ
つ
て
、

究
レ理
者

検
二諸
経
蔵
一有
二隠
顕
二
説
一

謂
了
義
経
不
了
義
経
。
了
義
経

畢
寛
不
レ破
。
不
了
義
経

至
二浬
桀
会
上
一並
引
未
二決
破

浄
土
一
門
不
レ

入
二破
限

当
レ知
即
是
了
義
経
也
。
又
菩
薩
造
レ論
解
二釈
仏
経
一
其
不
了

義
経
即
破

了
義
之
経
即
讃
。
此
土

一
教
於
二論
中
一讃
無
レ有
二破
処
殉

と
答
え
、
『
摂
論
』
当
該
文
に
は
ま
つ
た
く
触
れ

ず
、
逆

に

「
於
論

中

讃
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
次
問

で
そ
の
文

を
直
接
取
り
あ
げ
て
い

る
が
、
答
え
は
わ
ず
か
に

「願
行
兼
修
」
を
説

く
が
、
す
ぐ

「論
中
讃
し
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と

「
観
経
教
興
意
」
の
説
賜
と
な
り
、
了
義
教
で
訪
る
と
の
べ
る
だ
け

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
承
け
て
第
三
問
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

章
提
希
是
大
菩
薩
為
レ
化
二衆
生
一現
受
二女
身
一生
二於
逆
子
一量
実
是
凡
夫
耶
。

と
あ
る
。
た
め
に
も
は
や

『
摂
論
』
文
に
は
触
れ
ず
、
追
加
問
答
で
あ

る
次
下

の
二
問
答
に
も
ち
こ
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
答
え
は
長

(4
)

文
で
あ
り
、
『
浄
土
論
余
暉
砂
』
の
科
文
に
沿
い
大
略
を
見
る
と
、
十

一

段
に
分
け
ら
れ
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
先
ず
難
を
縦
許
し
、
実
業
同
類
を
引
き
て
往
生
せ
し
む
る
を
明
す
。

二
、
権
化
し
、
実
業
六
趣
を
引
き
、
例
証
と
す
。

三
、
章
提
凡
夫
身
を
現
じ
、
凡
夫
を
引
く
を
明
す
。
直
釈
と
引
文
。

四
、
四
十
八
願
の
本
為
凡
夫
兼
為
聖
人
な
る
こ
と
を
明
す
。

五
、
十
解
以
上
の
菩
薩
、
浄
土
を
願
生
せ
ざ
る
こ
と
を
明
す
。

六
、
浄
土
の
一
門
、
経
論
中
の
証
誠
偏
歎
せ
る
了
義
教
な
る
こ
と
を
明
す
。

七
、
先
匠
既
に
願
生
し
、
臨
終
に
瑞
祥
来
迎
を
得
て
往
生
せ
る
を
明
す
。

八
、
第

一
問
を
再
取
し
、
化
身
土
な
れ
ば
地
前
凡
夫
の
窺
遊
な
る
を
明
す
。

九
、
下
地
の
境
界
な
ら
ざ
れ
ば
化
生
入
聖
の
能
な
き
こ
と
を
明
す
。

十
、
衆
生
修
行
の
因
縁
と
仏
本
願
の
増
上
縁
に
て
往
生
を
得
る
を
明
す
。

十

一
、
道
理
を
決
す
。

一
・
二

・
三
は
能
化
は
仮
で
あ
つ
て
も
所
化
は
実
で
あ
る
と
し
、
四
・

五
の
本
為
凡
夫
兼
為
聖
人
の
主
張
に
つ
な
が
り
、
六

・
七
で
了
義
教
で

あ
る
こ
と
を
再
び
く
り
返
え
す
。
八
で
は
そ
の
理
由
の

一
つ
と
し
て
第

一
問
を
再
取
し
、
西
方
浄
土
は
三
身
土
を
兼
ね
、
 
身
化
土
で
あ
れ
ば

地
前
凡
夫
の
窺
遊
で
あ
る
と
述
べ
九

・
十
に
つ
な
が
る
ひ
そ
の
文
は

若
倶
非
二下
地
境
界
一者

則
聖
無
二化
レ生
之
能
一

生
無
二入
レ聖
之
分
殉
倶

具
二
二
義
一即
得
二往
生
一

二

切
衆
生
修
行
以
為
二因
縁
一
二
弥
陀
本
願
為
二

増
上
縁
刈
二
義
若
具
即
得
二往
生

…
…
衆
生
修
行
並
得
二往
生
鱒

と
あ
る
。
か
く
し
て
地
前
凡
夫
の
窺
遊
で
あ
る
か
ら

「
化
生
入
聖
」
が

は
じ
め
て
可
能

で
あ
る
、
と
浄
土

一
門
の
優
位
性
を
語
り
、
道
紳
の
よ

う
な
二
門
判
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
よ
う
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

二

で
は
こ
の
よ
う
な
主
張
が
何
故
別
時
意
説

の
会
通
と
な
る
か
を
検

討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
摂
論
派
か
ら
の
批
判
と
し
て
次
の

よ
う
な
二
説
が

『
群
疑
論
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

有
釈
者
言
、
念
仏
修
二十
六
観
等
一即
是
発
願

(第

一
説
)
。有
釈
言
、
論
師

(5
)

錐
レ
挙

二願
言

一意
亦
取
二
其
念
仏
鱒亦
是

別
時
之
意

(
第

二
説
)
。

(
6
)

し
か
し
『
安
楽
集
』
・
善
導

『
観
経
疏
』
・
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
・
『
十

(
7
)
(
8
)

疑
論
』
・
竜
興

『
観
経
記
』
に
み
え
る
説
は
、
『
観
経
』
下

々
品
文
で
臨

終
十
念
に
よ
り
往
生
す
る
と
説
く
の
は
別
時
意

で
あ
る
、

と
す
る
も
の

で
あ
る
。
迦
才
の
当
面
し
た
論
難
は
こ
れ
ら
の
内
の

『
群
疑
論
』
第

一

説
に
類
似
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
浄
土
経
に
い
う
定
散
二

(9
)

善
は
と
も
に
行
と
い
う
に
値
し
な
い
、
と
す
る
説
で
あ
り
、
唐
代
前
期

に
お
い
て
は
暴
論
と
言
い
切
れ
な
い
背
景
が
想
定

で
き
る
。

浄
影

・
天
台

・
嘉
祥
は
西
方
浄
土
は
応
化
土

で
あ
り
、
そ
の
往
生
は

(10
)

究
極
的
な
も
の
で
は
な
い
、
と
し
て
お
り
、
智
撮
は

『
弥
勒
発
問
経
』

の
十
念
を
教
理
に
取
り
入
れ
、
よ
つ
て
行
に
高
度
な
価
値
を
も
た
そ
う

迦
才
に
お
け
る
別
時

意
説

の
会
通

(
江

隈
)
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迦
才

に
お
け
る
別
時
意
説

の
会
通

(
江

隈
)

(
1
1
)

と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
西
方
浄
土
の
通
報
化
説
も
律
宗
の
智

(
12
)

首
に
よ

つ
て
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

唯
報
説
を
と

つ
た
道
紳
も
、
凡
夫
は
ま
ず

「
相
求
」
す
べ
ぎ
で
あ
り

「
相
善
力
微
」
で
あ
る
が
故
に
相
土
に
生
ず
る
と
し
、
行
的
価
値
の
低

い
こ
と
を

一
応
認
め
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
別
時
意
説
の
会
通
で
は
、

十
念
成
就
者

皆
有
二過
因
一不
レ虚
。
若
彼
過
去
無
レ因

善
知
識
尚
不
レ可
二

逢
遇

何
況
+
念
而
可
二成
就
幻
…
…
若
拠
二仏
意
一

欲
レ令
下衆
生
多
積
二善

(
13
)

因
一便
乗
レ念
往
生
加
若
望
二論
主
一乗
閉
二過
去
因
殉

と
あ
り
、
臨
終
十
念
の
善
だ
け
で
は
往
生
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

そ
れ

が
過
去

の
善
根
を
「
増
上
せ
し
め
」
、相
侯

つ
て
往
生
の
善
因
を
具
足
す

る
の
で
あ
り
別
時
意
で
は
な
い
、
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
迦
才
は
第
五
問
答
に
お
い
て

「
已
今
当
の
発
願
に
よ
り

往
生
を
得
」
と
説
く
の
は
別
時
意
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、

つ
い
で

若
如
二諸
浄
土
経
一

或
明
二三
福
業
十
六
観
門
一或
令
下
発
二菩
提
心
一七
日
念

仏
上
或
教
二発
願
廻
向
十
念
往
生
叩
如
レ此
等
経
並
是
往
生
即
非
二別
時
一也
。

と
結
ん
で
い
る
。
諸
経
で
行
と
さ
れ
て
い
る
の
を
そ
の
ま
ま
列
挙
し
、

行
的
価
値

の
比
較
や
行
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
ま
つ
た
く
な
そ
う
と
し

て
い
な
い
。
こ
の
面
は
教
証
を
列
挙
し
た
次
章
に
も
見
出
さ
れ
、
讃
嘆

や
礼
拝
を
も
往
生
の
行
と
し

「願
と
兼
修
」
す
る
と
き
別
時
意

で
は
な

い
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
経
説

へ
の
絶
対
的
依
愚
を
勧
め
る
の
も
、
浄

土
経

は
よ
り
高
次
な
了
義
教
と
い
う
認
識
に
依

つ
て
い
る
と
い
え
る
。

三

し

か
し
こ
の
了
義
の
意
味
は
あ
ま
り
朋
確
に
億
な
ら
な

炉
。
『捏

桀
経
』
『
大
智
度
論
』
等
で
重
要
な
語
と
さ
れ

て
お
り
、
中
国
で
も

『
義

林
載
』
で
隠
顕
と
も
関
連
さ
せ
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
浄
土
教
家
に
お

い
て
も
懐
感
は
彼
の

『
観
経
疏
』
で
詳
述
し
た
と
い
う
し
、
『
西
方
要

(15
)

決
』
に
は

「
不
了
之
教
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ

れ
ら
と
の
直
接
的
関
係
が
不
明
で
あ
り
、
ま
ず

『
浄
土
論
』
の
上
で
考

察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
説
の
高
低
に
触
れ
た
問
答
が
第
九
章
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

問
日
。
如
二大
乗
経
論
一皆
説
二無
相
無
生
殉
何
故
此
経

勧
令
下衆
生
観
二於

相
一生
求
中
乎
浄
土
加

(
16
)

こ
の
類
の
問
答
を
道
緯
は
く
り
返
え
レ
行

い
反
論

に

つ
と
め
で

い

た
。
そ
し
て

「
無
生
の
生
」
を
知
つ
て
往
生
す
る
の
は
上
士
で
あ
り
、

「中
下
の
輩
」
は
先
ず
相
に
依
り
往
生
を
求
む

べ
き
で
あ
る
、
等
と
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
迦
才
の
論
理
は
ま
つ
た
く
異

つ
て
い
る
。

か
か
る
問
は
不
順
理
で
あ
る
と
呵
し
た
上
で
直

ち
に
真
俗
二
諦
を
説

き
、
西
方
浄
土
は
三
身
を
具
し
有
相
無
相
を
備
え
た
も
の
で
訪
り
、
衆

生
は
先
ず
相
生
観
を
行
じ
化
土
中
に
生
ず
る

ご
と
を
願
う
べ
き

で
あ
る

と
す
る
。
ま
た
次
の
問
答
中
で
は
、

若
有
レ
人
言
三万
法
皆
空
有
二何
理
事
一者

此
是
大
邪
見
人
…
…
莫
二共
語
一也
。

と
あ
り
、
無
相
の
み
を
説
く
者
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

こ
の
点
は

浄
土
の

一
門
に
お
い
て
の
み

「
化
生
入
聖
」

が
可
能
で
あ
る
と
し
、
衆

(17
)

生
は

「報
と
化
と
を
図
度
」
す
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
と
も
考
え

合
わ
す
之
き
、
、有
相
を
説
く
教
を
よ
り
高
次
な
も
の
と
み
て
い
た
と
言
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え
、
了
義
教
の
主
張
に
つ
な
が
つ
て
い
る
。

四

こ
の
会
通
は
相
貌
章
の
記
述
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

一

の
方
啓
法
師
の
説
話
が
別
時
意
説
会
通
の
た
め
に
置
か
れ
て
お
り
、
筋

は
彼
の
日
頃
の
疑
念
が
数
度
の
夢
中
に
お
い
て
解
消
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
諸
行
の
比
較
検
討
は
ま

つ
た
く
な
さ
れ
ず
、
た
だ

諸
仏
に

「
依
経
」
「
但
修
浄
土
行
」
等
を
勧
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た

注
意
を
引
く
夢
課
と
し
て
次
の
話
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

又
於
二
別
夜
一夢
見
。
在
二
一
仏
堂
中
一

正
当
二仏
前
一有
一二
僧
一名
日
二法
蔵
一

御
二
一
大
車
一就
二仏
堂
内
一迎
令
レ上
レ車
戴
向
レ西
而
去
也
。
法
蔵
者
即
阿
弥

陀
仏
也

車
者
四
十
八
大
願
也
。
…
…
又
於
二別
夜
一夢
見
。
釈
迦
如
来

共
二

文
殊
師
利
一住
二此
僧
前
一讃
二法
花
経
殉

『
法
華
経
』
響
喩
品
に
沿
つ
た
夢
で
あ
る
が
、
こ
の
論
中
の

『
法
華

経
』
引
用
は

『
智
度
論
』
の
孫
引
を
除
く

と
た

だ

一
箇

所
だ
け

で
あ

り
、
第
三
章

で
中
下
の
輩
の
五
種
往
生
因
を
あ
げ
た
結
び
と
し
て
、

若
能
具
二前
五
種
行
一者
必
得
二往
生
一

幸
勿
レ疑
也
。
如
二法
華
経
云
殉
我
今

為
レ汝
保
二任
此
事
一終
不
レ虚
也
。
余
亦
如
レ是

誓
能
保
任
終
不
レ虚
也
。

と
あ
り
、
こ
れ
が
「
法
花
経
を
讃
ず
」
る
所
以
と
み
ら
れ
る
。
意
は
「
汝

の
た
め
に
以
上
の
こ
と
を
責
任
を
も

つ
て
保
護
し
、
終
に
な
つ
て
虚
し

か
つ
た
と

い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
三

乗
の
各

々
に
従
い
修
行
す
る
と
き
、
必
ず
大
白
牛
車
に
乗
ぜ
し
め
る
、

と
い
う
仏

の
誓
い
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
迦
才
は
浄
土
経
典
に
記
さ
れ

た
業
行
に
勤
修
精
進
す
る
と
き
四
十
八
願
に
乗
ず
る
こ
と
が
で
き
、
往

生
因

を

充

全

す

る

と

し
、

別

時

意

で
は
な

い
と

し

た

の

で
あ

る
。

1

こ
の
章

の
特
性

は
名
畑
応
順
氏
も
注
意

し
て
お
ら
れ

る

(『
迦

才

浄

土

論

の
研
究
』

一
四
三
頁
以
下
)
。
ま
た
拙
稿

「
中
国
往

生
伝

の
倫

理
」
(
印

仏
研

二
〇
巻

一
号
)

も
こ
の
点
を
考
え
よ
う
と
し
た
。

2

善
導

に
つ
い
て
の
こ
の
面

は
池
本
重
臣
氏

の
研

究

を

も

つ

(
『
親
鷺
教

学

の
教
理
史
的
研
究
』

二
五
〇
頁
以
下
)
。

3

教
理
史
的

に
は
多

く
の
研
究

が
既

に
あ
る
が
、
特

に
基
本
的

な
も
の
に

望
月
信
亨
氏

『
浄

土
教
之
研
究
』

が
あ
る

(
二
二
一
二
頁
以
下
)
。

4

『
続
浄
土
宗

全
書
』

第
七
巻
所
収

七
三
頁
上
。

5

大
正
蔵
四
七
巻

三
九
頁
上
。

6

大
正
蔵
四
五
巻

三
七

一
頁
中
。

7

大
正
蔵
四
七
巻

七
九
頁
下
。

8

恵
谷
隆
戒
氏
復
元
本

(
仏
教
大
学
紀
要
第

三
七
号

四
〇
頁
)
。

9

岡
亮

二
氏

「
善
導

の
十
念
釈
義
」
(
真
宗
研
究
第
九
輯

三
五
頁
)
。

10

神
子

上
恵
龍
氏

『
弥
陀
身

土
思
想
展
開
史
論
』
。
特

に
九

三
頁
以
下
。

11

恵
谷
隆
戒

氏

「
華
厳

宗
二
祖

智
撮

の
浄
土
教
思
想

に

つ
い
て
」
(
井
川
定

慶
博

士
喜
寿

記
念
論

文
集

三
〇

三
頁
)
。

12

『
群
疑
論

探
要

記
』

(
浄
全
第
六
巻

一
六
三
頁

上
、

三
三
九
頁

下
)
。

13

大
正
蔵
四
七
巻

一
〇
頁
上
。
ま
た
山
本
仏
骨
氏

『
道
緯
教
学

の
研
究
』

三

一
五
頁

以
下
、
神

子
上
恵
龍
氏

『
真
宗
教
学

の
研
究
』

三
三
三
頁
。

14

大
正
蔵
四
五
巻

二
四
六
頁
中
。

15

懐
感

は
大
正
蔵

四
七
巻

五
七
頁
下
。
『
要
決
』

は
同

一
〇
九
頁

上
。

16

大

正
蔵

四
七
巻

六
頁
下
、

七
頁
上
下
、
八
頁
中
下
、

一
八
頁
中
下
等
。

17

大

正
蔵

四
七
巻

八
五
頁

上
。

迦
才

に
お
け
る
別
時
意
説

の
会

通

(
江

隈
)

「

-225-


